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❖調査報告❖　中国甘粛省・陝西省の石窟寺院を訪ねて ―二〇一七年度の調査から―

甘
粛
省
・
陝
西
省
の
石
刻
調
査

　
仏
教
と
神
信
仰
が
融
合
、
複
合
す
る
宗

教
現
象
は
、
日
本
で
は
「
神
仏
習
合
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
て
は
日
本

独
自
の
宗
教
現
象
だ
と
理
解
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
宗
教
現

象
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
の
東
部

や
中
部
に
広
く
見
ら
れ
、
日
本
に
特
色
的

に
見
ら
れ
る
現
象
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
日
本
の
文
化
史
、
思
想
史
の
解

明
に
は
、
仏
教
と
神
信
仰
の
融
合
、
複
合

の
あ
り
方
の
特
質
を
解
明
し
、
そ
れ
を
他

の
国
や
地
域
に
お
け
る
宗
教
の
融
合
、
複

合
の
様
相
と
比
較
し
て
そ
れ
ら
と
の
共
通

性
お
よ
び
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
の

宗
教
を
ア
ジ
ア
の
宗
教
の
歴
史
の
中
に
位

置
づ
け
る
作
業
が
重
要
な
研
究
課
題
に
な

る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
私
た
ち
は
、
現

在
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
の
補

助
を
受
け
た
共
同
研
究
「
神
仏
融
合
か
ら

見
た
日
本
の
宗
教
・
思
想
と
ア
ジ
ア
の
比

較
研
究
―
分
野
横
断
に
よ
る
人
文
学
の
再

生
―
」
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）
、
研
究
代
表

者
吉
田
一
彦
、
二
〇
一
七
〜
二
〇
二
一
年

度
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
一
七
年

度
は
、
共
同
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
国

甘
粛
省
、
陝
西
省
の
石
窟
寺
院
の
調
査
を

実
施
し
、
五
胡
十
六
国
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
、
隋
唐
時
代
へ
の
仏
教
史
の
展
開
の

特
質
や
、
仏
教
と
神
信
仰
の
融
合
の
様
相
、

信
仰
の
特
質
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
知
見

を
得
、
日
本
の
宗
教
史
と
の
比
較
研
究
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
調

査
の
概
要
を
覚
書
と
し
て
記
述
し
て
お
き

た
い
。

　
調
査
は
二
〇
一
七
年
九
月
八
日
〜
一
八

日
に
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
吉
田
一
彦
、

曾
根
正
人
、
上
島
享
、
関
山
麻
衣
子
、
高

井
龍
、
高
志
緑
、
高
橋
早
紀
子
、
渡
邉
将

智
、
折
山
桂
子
、
手
嶋
大
侑
で
、
吉
田
と

高
井
は
公
務
の
関
係
で
一
五
日
に
帰
国
し

た
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
高
橋
早

紀
子
氏
を
通
じ
て
、
白
鶴
美
術
館
の
田
林

啓
先
生
か
ら
、
麦
積
山
石
窟
芸
術
研
究
所

の
李
天
銘
副
所
長
先
生
、
お
よ
び
天
水
市

博
物
館
の
高
世
華
副
館
長
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
学
術
交
流
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
両
先
生
お
よ
び
田
林
啓
先
生
に
あ

つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
対
象
地
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

二
〇
一
七
年
九
月
八
日
〜
一
八
日

　
八
日　
日
本
か
ら
蘭
州
へ
。

　
九
日　
甘
粛
省
博
物
館
、
白
雲
観
、
白

塔
寺
、
五
泉
山
。

一
〇
日　
炳
霊
寺
石
窟
。
一
般
公
開
窟
お

よ
び
一
六
九
、
一
七
二
、
一

二
六
、
一
二
八
、
一
三
二
号

窟
。

一
一
日　
木
梯
寺
石
窟
、
水
簾
洞
石
窟
群

の
う
ち
稍
寺
石
窟
、
水
簾
洞

石
窟
、
顕
聖
池
石
窟
。

一
二
日　
麦
積
山
石
窟
。
麦
積
山
石
窟
芸

術
研
究
所
に
て
李
天
銘
先
生

ら
と
学
術
交
流
。
一
般
公
開

窟
お
よ
び
四
四
、
四
三
、
七

八
、
一
三
五
、
一
三
三
、
一

二
七
、
一
一
五
号
窟
。

一
三
日　
天
水
市
博
物
館
、
高
世
華
副
館

長
先
生
ら
と
学
術
交
流
、
伏

羲
廟
、
大
像
山
石
窟
、
玉
泉

観
。

一
四
日　
仙
人
崖
、
麦
積
山
石
窟
（
再
調

査
）
。

一
五
日　
慈
善
寺
石
窟
、
法
門
寺
。

一
六
日　
王
母
宮
石
窟
、
南
石
窟
寺
。

一
七
日　
北
石
窟
寺
、
大
仏
寺
石
窟
。

調
査
報
告

　
中
国
甘
粛
省
・
陝
西
省
の
石
窟
寺
院
を
訪
ね
て

　
　
　
―
二
〇
一
七
年
度
の
調
査
か
ら
―

名
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学
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一
彦
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一
八
日　
碑
林
博
物
館
。

五
胡
十
六
国
時
代
の
仏
教

　
甘
粛
省
永
靖
県
の
黄
河
上
流
域
北
岸
の

小
積
石
山
に
あ
る
炳
霊
寺
石
窟
⑴
は
、
中

国
最
初
期
の
石
窟
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
ガ
イ
ド
の
白
布
仁
さ
ん

と
も
ど
も
専
用
車
に
乗
っ
て
蘭
州
市
内
の

ホ
テ
ル
か
ら
劉
家
峡
ダ
ム
ま
で
行
き
、
そ

こ
の
船
着
き
場
か
ら
快
速
ボ
ー
ト
に
乗
り

換
え
て
石
窟
に
向
か
っ
た
。
幸
い
に
も
天

気
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
ダ
ム
湖
を
進
ん
で

い
く
と
、
や
が
て
あ
た
り
は
特
色
あ
る
紅

砂
岩
の
山
が
む
き
出
し
の
岩
肌
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
、
水
の
色
も
黄
色
が
か
っ
て

く
る
。
進
む
こ
と
一
時
間
弱
で
炳
霊
寺
石

窟
に
到
着
し
た
。
こ
の
石
窟
は
大
変
な
奥

地
の
山
中
に
開
鑿
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に

と
っ
て
仏
教
が
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
宗

教
だ
っ
た
の
か
を
私
た
ち
に
実
感
さ
せ
て

く
れ
る
。

　
炳
霊
寺
石
窟
に
は
、
五
胡
十
六
国
の
西

秦
時
代
か
ら
南
北
朝
隋
唐
時
代
の
彫
刻
、

壁
画
が
多
数
あ
り
、
さ
ら
に
宋
元
明
清
時

代
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
中
国
最
初
期
と

い
う
の
は
、
一
六
九
号
窟
内
に
題
記
が

あ
っ
て
、
そ
れ
に
西
秦
の
「
建
弘
元
年
」

（
四
二
〇
年
）
と
い
う
極
め
て
古
い
年
号

が
確
認
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。

　
私
た
ち
は
、
早
速
、
入
り
口
か
ら
す
ぐ

の
「
老
君
洞
」
（
一
八
四
号
）
か
ら
見
学

を
は
じ
め
た
。
こ
の
洞
の
老
君
像
は
明
代

の
も
の
で
あ
る
が
、
壁
面
に
壁
画
が
あ

り
、
釈
迦
・
多
宝
二
仏
坐
像
、
七
仏
像
等

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
壁
画
は
北

魏
の
も
の
だ
と
い
う
。
続
け
て
、
八
・
六

四
メ
ー
ト
ル
と
大
変
大
き
な
釈
迦
涅
槃
像

（
彫
刻
）
を
見
学
し
た
。
こ
れ
も
北
魏
の

時
代
の
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
位
置
的

に
ダ
ム
湖
に
沈
む
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の

を
取
り
出
し
て
、
現
在
地
に
移
置
し
た
も

の
だ
と
い
う
。

　
私
た
ち
は
、
や
が
て
著
名
な
炳
霊
寺
の

大
仏
の
正
面
へ
と
や
っ
て
き
た
。
こ
の
大

仏
の
頭
部
上
方
の
左
右
に
一
六
九
号
と
一

七
二
号
の
二
つ
の
窟
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も

自
然
の
洞
窟
を
活
用
し
た
も
の
で
、
特
に

一
六
九
号
窟
は
大
き
く
、
炳
霊
寺
石
窟
最

大
の
窟
だ
と
い
う
。
私
た
ち
は
地
上
か
ら

ジ
ク
ザ
ク
に
長
く
設
置
さ
れ
た
階
段
を
息

を
切
ら
し
て
一
六
九
号
窟
ま
で
よ
じ
の

ぼ
っ
た
。
登
り
切
る
と
右
手
の
壁
の
壁
画

や
彫
刻
の
数
々
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

同
じ
そ
の
壁
の
少
し
先
の
方
に
は
題
記
が

炳霊寺石窟　全景

炳霊寺石窟　大仏と頭上の二つの窟

炳霊寺石窟老君洞　老君像
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記
さ
れ
た
長
方
形
の
部
分
も
見
え
て
く

る
。
こ
れ
が
一
六
九
号
窟
の
北
壁
で
あ
る
。

題
記
は
、
現
在
、
透
明
の
カ
バ
ー
で
覆
わ

れ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
バ
ー
越
し

に
多
数
の
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

最
終
行
に
は
「
建
弘
元
年
歳
在
玄
□
三
月

廿
四
日
□
」
の
文
言
を
判
読
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
題
記
の
向
か
っ
て
左
に
は
、
如
来
坐
像

と
左
右
の
菩
薩
立
像
か
ら
な
る
彫
刻
の
三

尊
像
が
あ
る
（
六
号
龕
）
。
こ
れ
の
中
尊

の
と
こ
ろ
の
壁
に
は
「
无
量
壽
佛
」
と
い

う
札
銘
が
、
向
か
っ
て
右
の
菩
薩
の
と
こ

ろ
に
は
「
得
大
勢
志
菩
薩
」
と
い
う
札
銘

が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
阿
弥
陀
三
尊
像
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
尊
は
台
座
上
に

結
跏
趺
坐
し
、
両
手
に
て
禅
定
印
を
結
ん

で
い
る
。
衣
服
に
は
十
字
を
中
に
描
く
亀

甲
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
頭
光

と
光
背
が
描
か
れ
、
ど
ち
ら
に
も
火
焔
文

が
施
さ
れ
、
光
背
の
内
周
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
楽
器
を
持
す
伎
楽
飛
天
た
ち
が
描
か
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
題
記
の
向
か
っ
て
右
に
は
如
来

立
像
（
彫
刻
）
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
向

か
っ
て
左
隣
に
別
の
立
像
の
左
肩
・
手
・

足
お
よ
び
光
背
の
一
部
が
残
る
（
七
号

龕
）
。
こ
の
如
来
立
像
は
顔
立
ち
に
イ
ン

ド
風
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
印
象
的
で
あ

る
。
現
地
説
明
者
の
方
に
よ
る
と
、
衣
紋

に
U
字
形
が
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
に
も
頭
光
と
光
背
が
描

か
れ
、
ど
ち
ら
に
も
火
焔
文
が
施
さ
れ
て

い
る
。
頭
光
の
内
周
に
は
十
二
の
坐
仏
が

ず
ら
り
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
そ
の
下
方
に
は
、
多
数
の
大
変
興
味
深

い
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一

つ
の
如
来
坐
像
〈
説
法
図
〉
（
一
二
号

龕
）
は
、
や
は
り
顔
立
ち
に
西
域
風
の
と

こ
ろ
が
あ
る
。
面
白
い
の
は
、
台
座
の
蓮

華
の
外
側
に
さ
ら
に
渦
巻
の
よ
う
な
文
様

が
描
か
れ
、
光
背
の
上
部
に
花
ら
し
き
も

の
が
七
つ
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
如
来
の
左
右
に
は
、
菩
薩
や
飛
天
た

ち
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
向
か
っ
て
左
の

菩
薩
の
下
方
に
は
、
台
座
上
に
片
膝
立
て

て
胡
跪
し
、
両
掌
を
上
向
き
に
つ
け
る
よ

う
に
し
て
前
上
方
に
差
し
出
し
、
何
か
を

捧
げ
る
よ
う
に
し
た
独
特
の
尊
格
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
風
貌
は
明
ら
か
に
高
鼻

深
目
の
西
域
人
で
あ
り
、
頭
髪
は
上
方
に

特
別
に
結
い
上
げ
ら
れ
た
髪
型
に
な
っ
て

お
り
、
火
焔
の
頭
光
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
仏
教
と
他
の
宗
教
と
の
関
係
を

表
現
す
る
場
面
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

参
加
者
一
同
、
現
場
で
あ
れ
こ
れ
と
意
見

を
交
わ
し
た
。

　
一
六
九
号
窟
に
は
、
こ
の
北
壁
以
外
に

も
、
西
壁
、
南
壁
に
も
ず
ら
り
と
絵
画
、

彫
刻
が
見
ら
れ
、
千
仏
壁
も
あ
っ
て
ま
こ

と
に
壮
観
で
あ
る
。
中
国
に
は
西
暦
一
世

紀
頃
に
仏
教
が
伝
来
し
た
が
、
そ
れ
が
社

会
に
広
く
流
布
し
て
い
く
の
は
し
ば
ら
く

の
時
間
を
経
た
の
ち
の
四
世
紀
の
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
五
胡
十
六
国
時
代
に
な
っ

て
の
こ
と
で
、
胡
人
の
王
朝
に
よ
っ
て
仏

法
興
隆
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
秦

（
三
八
五
〜
四
三
一
）
は
鮮
卑
乞
伏
部
の

乞
伏
国
仁
が
建
て
た
国
で
、
現
在
の
蘭
州

市
を
中
心
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
今
回
、

中
国
に
お
け
る
流
布
開
始
期
の
仏
教
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
最
初
期
か
ら
阿
弥
陀

如
来
、
弥
勒
菩
薩
、
維
摩
居
士
と
文
殊
菩

薩
な
ど
へ
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
間
近

に
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な

収
獲
だ
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
そ
の
後
、
桟
道
（
天
橋
）

を
渡
っ
て
一
七
二
号
窟
に
入
り
、
北
魏
や

北
周
の
時
代
の
仏
像
等
を
見
学
し
て
階
段

を
降
り
た
。
な
お
、
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
大
仏
は
弥
勒
の
椅
坐
仏
で
、
像
高

は
二
七
メ
ー
ト
ル
、
唐
代
の
も
の
だ
と
い

う
。

　
地
上
で
は
、
北
魏
の
延
昌
二
年
（
五
一

三
）
の
成
立
と
い
う
一
二
六
号
窟
に
て
、

釈
迦
・
多
宝
二
仏
並
座
像
〈
西
壁
〉
、
交

脚
菩
薩
像
（
三
尊
像
）
〈
北
壁
〉
、
仏
菩

薩
三
尊
像
〈
南
壁
〉
な
ど
を
実
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
北
魏
の
ほ
ぼ
同
時
期

の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
一
二
八
号
窟
、
一

三
二
号
窟
の
諸
仏
を
実
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
一
三
二
号
窟
に
は
、
釈
迦
・
多
宝

二
仏
並
座
像
〈
西
壁
〉
に
向
か
い
合
う
東

壁
に
釈
迦
涅
槃
像
の
浮
雕
が
あ
り
、
ま
た

南
壁
の
交
脚
弥
勒
菩
薩
像
の
両
足
を
力
士

が
足
下
で
支
え
て
い
た
。
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そ
の
後
多
数
の
一
般
公
開
窟
を
調
査
し

て
、
北
周
、
隋
、
唐
、
宋
な
ど
の
仏
教
文

化
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

北
涼
の
仏
教

　
今
回
の
調
査
で
は
、
甘
粛
省
博
物
館
に

お
い
て
、
北
涼
の
承
玄
二
年
（
四
二
九
）

の
銘
を
持
つ
田
弘
石
造
像
塔
や
、
北
涼
の

承
陽
二
年
（
四
二
六
カ
）
の
銘
を
持
つ
馬

徳
恵
石
造
像
塔
（
い
ず
れ
も
酒
泉
市
出

土
）
な
ど
、
北
涼
の
石
造
像
塔
（
造
像
石

塔
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
北
涼

石
塔
は
北
涼
の
仏
教
を
考
察
す
る
上
で
重

要
な
史
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

天
梯
山
石
窟
（
武
威
市
）
の
北
涼
時
代
の

壁
画
二
点
（
菩
薩
立
像
お
よ
び
供
養
菩
薩

像
）
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
実
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
彩
色
が
豊
か
な
美
し
い
壁

画
で
あ
っ
た
。
五
胡
十
六
国
時
代
の
仏
教

を
解
明
す
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
し
て
仏
教
が
流
布
、
展
開
を
遂

げ
た
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
を
与

え
て
く
れ
る
。

仏
道
合
一
の
聖
地

　
甘
粛
省
武
山
県
の
鐘
楼
山
に
あ
る
水
簾

洞
石
窟
群
⑵
に
は
、
ａ

稍
寺
、
ｂ
水
簾

洞
、
ｃ
千
仏
洞
、
ｄ
顕
聖
池
の
四
箇
所
に

わ
た
っ
て
石
刻
、
壁
画
等
が
見
ら
れ
る
が
、

今
回
、
ｃ
千
仏
洞
は
道
路
遮
断
修
復
中
で

立
入
禁
止
の
た
め
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
他
の
三
箇
所
を
見
学
し
た
。

　
ａ

稍
寺
に
は
「
大
仏
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
巨
大
な
三
尊
仏
の
摩
崖
浮
雕
で
、
三

尊
の
周
囲
に
も
種
々
の
浮
雕
、
壁
画
が
多

数
造
形
さ
れ
て
い
る
。
現
地
案
内
板
に
よ

る
と
、
中
尊
の
大
仏
の
高
さ
は
四
二
・
三

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
い
う
。
大
仏
が
結
跏

趺
坐
す
る
座
は
七
層
に
構
成
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
獅
子
、
鹿
、
象
な
ど
の
動
物
が
多

数
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
摩
崖
浮
雕
に
は
、

向
か
っ
て
右
側
の
菩
薩
像
の
足
元
右
外
あ

た
り
に
題
記
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
、
そ
の
冒
頭
に
「
大
周
明
皇
帝
三
年

歳
次
己
卯
二
月
十
四
日
」
の
文
言
が
判
読

で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
れ
が
北
周
の
明

帝
の
武
成
元
年
（
五
五
九
）
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
向
か
っ
て

左
側
の
菩
薩
像
の
左
外
側
の
柱
部
に
は
、

仏
説
法
図
や
浄
土
変
相
図
な
ど
の
壁
画
が

複
数
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、

北
周
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
、
北
周
末
〜
隋

水簾洞石窟群　 稍寺　大仏

水簾洞石窟群　 稍寺　仏座水簾洞石窟群　 稍寺　浄土変相図
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初
、
隋
、
晩
唐
〜
五
代
・
宋
、
元
な
ど
の

時
代
に
重
修
、
追
加
が
な
さ
れ
た
も
の
だ

と
い
う
⑶
。

　
ｂ
水
簾
洞
は
自
然
の
洞
窟
で
、
現
在
は

そ
の
前
に
道
観
が
建
立
さ
れ
て
い
て
、
仏

道
合
一
の
宗
教
聖
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
の
洞
窟
外
部
の
壁
面
に
は
仏
説
法
図
等

の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
地
案
内
板

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
北
魏
、
隋
、
唐
、

元
の
時
代
の
壁
画
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
、

建
物
の
屋
根
に
よ
っ
て
視
界
が
遮
断
さ
れ

て
し
ま
い
、
全
体
像
が
展
望
で
き
な
い
の

は
残
念
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
道
観
は
、
菩

薩
楼
、
老
君
閣
、
四
聖
楼
、
五
宮
菩
薩
楼
、

聖
母
殿
、
送
子
娘
娘
殿
、
薬
王
殿
、
邱
子

殿
、
土
地
祠
な
ど
の
建
物
か
ら
な
る
。
こ

の
う
ち
五
宮
菩
薩
楼
に
は
五
人
の
娘
娘
が

ま
つ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
人
の
「
麻
銭
娘

娘
」
は
民
間
伝
説
で
大
勢
至
菩
薩
の
化
身

と
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
⑷
。

　

ｄ
顕
聖
池
に
も
自
然
の
洞
窟
が
あ
り
、

洞
窟
外
側
の
壁
面
上
方
に
仏
の
説
法
図
お

よ
び
千
仏
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
現

地
案
内
板
に
よ
る
と
、
約
四
十
平
方
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
る
絵
画
で
、
隋
代
の
も
の
だ

と
い
う
。

麦
積
山
石
窟
の
浄
土
変
相
図

　
甘
粛
省
天
水
市
麦
積
区
の
麦
積
山
石
窟

は
、
中
国
を
代
表
す
る
仏
教
石
窟
の
一
つ

で
あ
る
⑸
。
今
回
の
調
査
で
は
、
二
回
に

わ
た
っ
て
こ
の
石
窟
を
訪
れ
て
多
数
の
彫

刻
、
壁
画
等
を
実
見
し
て
多
く
の
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
田
林
啓
先

生
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
麦
積
山
石
窟
芸
術

研
究
所
の
李
天
銘
副
所
長
の
学
術
交
流
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
李
先
生
の
御
高
配
に

よ
っ
て
、
一
般
公
開
窟
と
あ
わ
せ
て
、
特

別
窟
の
四
四
、
四
三
、
七
八
、
一
三
五
、

一
三
三
、
一
二
七
、
一
一
五
号
窟
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
幸
い
で

あ
っ
た
。

　
麦
積
山
の
名
は
、
早
く
、
慧
皎
『
高
僧

伝
』
巻
十
一
「
釈
玄
高
伝
」
に
見
え
る
⑹
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
玄
高
と
い
う
僧
が
お
り
、

彼
は
秦
の
弘
始
四
年
（
四
〇
二
）
の
生
ま

れ
で
、
十
五
歳
に
し
て
山
僧
に
説
法
す
る

ま
で
に
な
り
、
受
戒
の
の
ち
は
禅
律
に
専

精
し
た
と
い
う
。
や
が
て
彼
は
西
秦
に
お

も
む
き
、
「
麦
積
山
」
に
「
隠
居
」
し
た

が
、
こ
の
時
山
で
学
ん
で
い
た
「
百
余

人
」
は
、
彼
の
学
問
を
崇
め
、
彼
か
ら
禅

道
を
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
時
、
長
安
の

沙
門
の
釈
曇
弘
が
こ
の
山
に
い
た
が
、
玄 水簾洞石窟群　水簾洞　娘娘像

水簾洞石窟群　水簾洞　壁画

麦積山石窟
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高
と
相
ま
み
え
て
親
密
に
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
か
ら
、
麦
積
山
は
、
五
世
紀
の
初
め

頃
（
西
秦
の
時
代
）
に
、
す
で
に
百
余
人

（
後
文
で
は
三
百
人
）
の
仏
教
者
が
滞
在
、

学
問
し
、
長
安
の
沙
門
が
こ
こ
に
来
て
活

動
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
山
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
私
た
ち
が
見
学
し
た
七
八
号
窟
は
、
麦

積
山
で
最
も
初
期
の
窟
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
正
壁
に
は
仏
坐
像
と

脇
侍
菩
薩
像
の
三
尊
像
が
あ
り
、
北
魏
初

期
の
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
の
中
尊
の
基

壇
部
分
に
は
多
数
の
供
養
人
た
ち
の
像
が

列
立
す
る
壁
画
が
び
っ
し
り
と
描
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
向
か
っ
て
左
壁
に
安
置
さ

れ
る
如
来
坐
像
の
基
壇
部
分
に
も
続
い
て

い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
人
物
た
ち
は
、

鮮
卑
突
騎
帽
を
か
ぶ
り
、
胡
服
を
着
し
て

い
る
。
ま
た
、
背
後
の
壁
に
は
、
上
方
左

右
に
小
龕
が
二
つ
あ
り
、
向
か
っ
て
左

の
も
の
に
は
交
脚
菩
薩
像
（
脇
侍
二
体
あ

り
）
、
向
か
っ
て
右
の
も
の
に
は
半
跏
菩

薩
像
（
脇
侍
二
体
あ
り
）
が
浮
雕
さ
れ
て

い
る
。

　
一
一
五
号
窟
は
、
麦
積
山
で
最
も
古
い

銘
文
が
残
る
像
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

正
壁
に
は
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
左
右

の
側
壁
に
脇
侍
の
菩
薩
立
像
が
各
一
体
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
如
来
坐
像
の
須
弥
座
に

は
銘
文
が
あ
り
、
「
大
代
景
明
三
年
九
月

十
五
日
」
の
文
言
が
確
認
さ
れ
、
北
魏
の

景
明
三
年
（
五
〇
二
）
の
銘
文
で
あ
る
こ

大像山石窟　大仏

麦積山石窟　5号窟

麦積山石窟　西崖　摩崖三尊像

麦積山石窟　5号窟第 3龕外　西方浄土変

麦積山石窟　東崖　摩崖泥塑三尊像
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と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
如
来
像
の
左
右

に
は
縦
に
複
数
に
区
切
ら
れ
た
区
画
が
あ

り
、
各
区
画
に
壁
画
が
描
か
れ
、
全
体
で

一
つ
の
物
語
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
私
が
最
も
注
目
し
た
の
は
、
一
二
七
号

窟
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
魏
の
時
代
の
大
窟

で
、
中
に
は
仏
像
（
彫
刻
）
だ
け
で
な
く
、

多
数
の
壁
画
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
涅
槃
経

変
、
維
摩
経
変
、
西
方
浄
土
変
、
過
去

七
仏
、
十
善
十
悪
図
、
薩

太
子
本
生
図
、

子
本
生
図
、
そ
し
て
帝
釈
天
図
〈
天

井
〉
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
西
方
浄
土

変
は
、
中
国
に
お
け
る
最
初
期
の
西
方
浄

土
変
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
図

柄
の
成
立
過
程
を
知
る
上
で
重
要
な
作
例

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
た
と
え
ば
日

本
の
当
麻
曼
荼
羅
の
源
流
を
考
察
す
る
上

で
も
重
要
な
作
例
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
回
、

こ
れ
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大

き
な
収
獲
で
あ
っ
た
。

［
注
］

⑴
甘
粛
省
博
物
館
・
永
靖
炳
霊
寺
文
物
保
管
所

編
『
中
国
文
物
小
叢
書　

炳
霊
寺
石
窟
』
文

物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
甘
粛
省
文
物
工

作
隊
・
炳
霊
寺
文
物
保
管
所
編
『
中
国
石

窟　

炳
霊
寺
石
窟
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。

田
林
啓
「
炳
霊
寺
石
窟
野
鶏
溝
（
第
一
九

二
窟
）
の
北
朝
壁
画
に
つ
い
て
」
『
仏
教
芸

術
』
三
〇
八
、
二
〇
一
〇
年
。
甘
粛
炳
霊
寺

文
物
保
護
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
芸
術　

炳

霊
寺
』
江
蘇
鳳
凰
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
。
大
竹
憲
治
「
河
西
回
廊
の
石
窟
寺
院
に

見
る
供
養
人
物
壁
画
考
」
『
考
古
学
論
究
』

一
七
、
二
〇
一
六
年
な
ど
。

⑵
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
麦
積
山
石
窟
芸

術
研
究
所
・
水
簾
洞
石
窟
保
護
研
究
所
編

『
水
簾
洞
石
窟
群
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

九
年
。
張
玉
璧
等
『
武
山
水
簾
洞
石
窟
芸
術

研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
な
ど
。

⑶
注
２
『
水
簾
洞
石
窟
群
』
。

⑷
注
２
『
水
簾
洞
石
窟
群
』
。

⑸
名
取
洋
之
助
『
麦
積
山
石
窟
』
岩
波
書
店
、

一
九
五
七
年
。
天
水
麦
積
山
石
窟
芸
術
研
究

所
編
『
中
国
石
窟　

麦
積
山
石
窟
』
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
。
久
野
美
樹
「
中
国
初
期
石
窟

と
観
仏
三
昧
」
『
仏
教
芸
術
』
一
七
六
、
一

九
八
八
年
。
八
木
春
生
「
麦
積
山
石
窟
西
魏

窟
に
関
す
る
一
考
察
」
『
芸
叢
』
二
〇
、
二

〇
〇
三
年
。
同
「
麦
積
山
石
窟
北
周
窟
に
関

す
る
一
考
察
」
『
芸
術
研
究
報
』
二
六
、
二

〇
〇
五
年
。
同
「
天
水
麦
積
山
石
窟
編
年

論
」
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇

九
年
。
魏
文
斌
・
呉

『
甘
粛
仏
教
石
窟
考

古
論
集
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
花

平
寧
・
魏
文
斌
編
『
中
国
石
窟
芸
術　

麦
積

山
』
江
蘇
鳳
凰
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
三
年

な
ど
。

⑹
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
訳
『
高
僧
伝
（
四
）
』

岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
。


